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広
報
し
ろ
い
の
1
年
の
出
来
事
を

振
り
返
り
、
主
な
話
題
を
掲
載
し
ま

す
。（
カ
ッ
コ
内
の
月
は
掲
載
月
）

●
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
（
3
月
）

●
4
月
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
　
児
童
家
庭

課
を
「
子
育
て
支
援
課
」
と
「
保
育

課
」
に
分
課
（
4
月
）

●
白
井
市
長
選
挙
お
よ
び
白
井
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
（
4
月
）

●
庁
舎
整
備
基
本
設
計
が
決
定
（
5

月
）

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
（
5
月
）

●
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

な
し
坊
が
生
誕
20
周
年
（
7
月
）

●
農
産
物
の
移
動
販
売
を
開
始
（
8

月
）

●
9
月
は
み
ん
な
で
考
え
る
認
知
症

周
知
啓
発
月
間
（
9
月
）

●
市
内
の
金
融
機
関
と
地
域
経
済
活

性
化
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

（
10
月
）

●
「
し
ろ
い
の
梨
」
を
モ
ン
ゴ
ル
国

へ
（
10
月
）

問
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
班
　
内

線
3
3
7
2

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。No.791
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平成 27年
（2015 年）

今
年
1
年
の
主
な
出
来
事

マイナンバーの利用が開始されます
　マイナンバー（個人番号）は、住民票を有する全ての人に付番される 12桁の番号で、社会保障、税、災害対策の分野で効率
的に情報を管理し、国や地方公共団体などがそれぞれ保有している個人の情報を同一人の情報であることを確認するために活
用されます。（関連 2ページ）■問　総務課行政班　内線 3312

マイナンバーを利用する場面

●社会保障関係の手続き
●税務関係の手続き
●災害対策
　マイナンバーは、行政機関や地方公共団体など
が社会保障、税、災害対策の分野で利用するもので、
雇用保険、医療保険の手続きや生活保護、児童手
当その他福祉の給付、確定申告などの税の手続き
で、マイナンバーの提示や記載を求められます。
　また、民間事業者も社会保険の手続きや源泉徴
収票の作成などで、従業員などのマイナンバーを
取り扱います。
　市では、２ページ上表に掲げる事務でマイナン
バーを利用します。申請時にマイナンバーの提示
や記載をお願いします。

《マイナンバー制度に関して》
◆マイナンバー総合フリーダイヤル（無料）

　☎ 0120（95）0178
●外国語窓口　制度のこと　☎ 0120（0178）26
　通知カードなどのこと　☎ 0120（0178）27

◆マイナンバーコールセンター（ナビダイヤル）
　☎ 0570（20）0178

●外国語窓口　　　　　　　☎ 0570（20）0291
午前 9時 30 分～午後 10 時（土・日・祝日は、午前
9時 30 分～午後 5時 30 分、年末年始を除く）
※ナビダイヤルは通話料がかかります。

市内公共施設の年末年始の休所・休館
施　設　名 26日㈯ 27日㈰ 28日㈪ 29日～㈫

3日㈰ 4日㈪ 5日㈫

市役所
保健福祉センター ※1 ※1
健康増進ルーム
福祉センター
公民センター ● ●
西白井複合センター ● ●
白井駅前センター ●
冨士センター
桜台センター ● ●
白井コミュニティセンター
文化会館
図書館 午後7時まで 午後5時まで
郷土資料館

プラネタリウム館 投映時間
11：30・13：30

投映時間
11：30・13：30

白井運動公園
シルバー人材センター
※1は利用者登録をしている団体などに限り、事前予約の上会議室などの貸し出しが可能です。
●は住民票や印鑑登録証明書などの発行はできません。土・日曜日は戸籍関係の発行はできま
せん。各センターの図書室は28日㈪から4日㈪までが閉室となります（公民センターの図書室
は28日㈪・4日㈪は開室します）。

平常通り
休所・休館

平成 28 年 1月から

通
知
カ
ー
ド
が
届
か
な
い

人
は

　

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
は
、

市
に
住
民
票
を
有
す
る
各
世
帯
へ
転

送
不
要
の
簡
易
書
留
で
11
月
10
日
か

ら
配
達
さ
れ
て
い
ま
す
（
10
月
5
日

以
降
に
白
井
市
へ
転
入
し
た
人
や
市

内
で
住
所
を
異
動
し
た
人
、
出
生
し

た
人
の
通
知
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

初
回
配
達
よ
り
遅
く
な
り
ま
す
）。

　
通
知
カ
ー
ド
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
宛
先
な
し
や
保
管
期
間
経
過

な
ど
の
理
由
で
市
へ
返
戻
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
返
戻
さ
れ

た
通
知
カ
ー
ド
は
一
定
期
間
（
3
カ

月
程
度
）
保
管
し
ま
す
の
で
、
必
要

書
類
を
持
参
の
上
、
市
役
所
市
民
課

窓
口
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
必

要
な
も
の
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

◆
本
人
が
来
庁
す
る
場
合

●
本
人
確
認
書
類
※

◆
代
理
人
が
来
庁
す
る
場
合

●
本
人
（
受
領
す
る
通
知
カ
ー
ド
に

記
載
さ
れ
て
い
る
人
）
の
本
人
確
認

書
類
※

●
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
※

●
任
意
代
理
人
の
場
合
　
委
任
状

●
法
定
代
理
人
の
場
合
　
戸
籍
謄
本
、

登
記
事
項
証
明
書
な
ど
資
格
を
証
明

す
る
書
類

※
本
人
確
認
書
類
は
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
官
公
署
で
発
行
さ

れ
た
顔
写
真
付
き
の
も
の
1
点
ま
た

は
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
顔

写
真
な
し
の
も
の
2
点
（
コ
ピ
ー
不

可
）
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
有
効
期

間
の
定
め
が
あ
る
書
類
に
つ
い
て
は

有
効
期
間
内
に
限
り
ま
す
。

問
　
市
民
課
市
民
班

　
内
線
3
1
6

1
・
2

国民の利便性の向上
　情報の連携により申請の
際に提出していただいた住
民票の写しや課税証明書な
どの添付書類が省略され、
皆さんの負担が軽減されま
す。

公平・公正な社会の実現
　正確な所得の把握により、負
担を不当に免れることや給付
を不正に受けることを防止し、
本当に困っている人にきめ細
かな支援を行えるようになり
ます。

行政の効率化
　社会保障などの分野で情報連携が可
能になることで、行政の効率化が図ら
れます。情報連携は、平成 29年 1月以
降、国の機関の間で始まり、平成 29 年
7月以降、地方公共団体も含めた情報連
携が始まる予定です。

マイナンバー制度が導入されると

通
知
カ
ー
ド
は
届

い
て
い
ま
す
か

「子どもが笑顔で暮らせるまち」を目指して



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

〜
心
当
た
り
の
無
い
メ
ー
ル
に
は
注
意
を
〜

　
そ
の
メ
ー
ル

　
　
　
振
り
込
め
詐
欺
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
194

Q
　
私
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
「
あ

な
た
が
登
録
し
た
サ
イ
ト
は
、
無
料

期
間
の
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
料

金
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、
至
急
連

絡
を
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
無
い
場
合

は
、
自
宅
や
職
場
に
伺
っ
た
り
、
個

人
情
報
を
調
査
し
給
料
の
差
し
押
さ

え
な
ど
を
行
い
ま
す
」
と
い
う
メ
ー

ル
が
届
い
た
。

　
心
当
た
り
が
無
い
こ
と
を
伝
え
る

た
め
メ
ー
ル
の
差
出
人
に
電
話
を
す

る
と
「
○
月
○
日
に
登
録
が
あ
り
、

料
金
が
20
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
払
う
と
5
万
円
に
で
き
ま
す
が
ど

う
し
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
た
。

　
さ
ら
に
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
買
っ
て
、

カ
ー
ド
裏
の
番
号
の
写
真
を
メ
ー
ル

で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ

た
。
電
話
を
切
っ
て
か
ら
冷
静
に
考

え
る
と
お
か
し
い
と
思
っ
た
。
こ
の

場
合
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
買
う

べ
き
か
。

（
20
歳
代
・
男
性
）

A
　
ネ
ッ
ト
上
で
使
え
る
前
払
い
式

の
ギ
フ
ト
券
や
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

型
電
子
マ
ネ
ー
は
、
記
載
番
号
が
あ

れ
ば
、
そ
の
価
値
分
だ
け
買
い
物
が

で
き
ま
す
。

　
最
近
、
こ
の
仕
組
み
を
悪
用
し
た

振
り
込
め
詐
欺
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
心
当
た
り
の

無
い
内
容
の
メ
ー
ル
だ
っ
た
の
で
差

出
人
に
連
絡
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
メ
ー
ル
を
す
る
と
誰

で
も
迷
惑
メ
ー
ル
を
受
け
取
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
迷
惑
メ
ー
ル
だ
け
で
は
な

く
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
有
料
サ
イ
ト

に
登
録
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
在
宅
ワ
ー
ク
の
申
し
込
み

の
つ
も
り
が
、
実
は
出
会
い
系
の
サ

イ
ト
で
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
型
電
子

マ
ネ
ー
を
買
う
よ
う
に
要
求
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　「
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
買
っ
て

そ
の
番
号
を
教
え
て
」
と
言
わ
れ
た

場
合
は
、
振
り
込
め
詐
欺
を
疑
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
す
ぐ
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線

3
2
9
4
（
月
〜
金
曜
日

　
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階
）

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
11
月
20
日
か
ら
27
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実

施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い

て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目
　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ニ
ン

ジ
ン
、
キ
ク
イ
モ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、

サ
ト
イ
モ
、
聖

し
ょ
う
ご
い
ん

護
院
ダ
イ
コ
ン

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

住民基本台帳閲覧状況
閲覧日 請求機関の名称・代表者 委託者 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

平
成
26
年

11月12日 株式会社マーケティング・リサーチ・
サービス　代表取締役　永井孝由 県総合企画部 第49回県政に関する世論調査 根、清水口の20歳以上の男女　32人

12月17日 株式会社ビデオリサーチ　代表取締役　
社長　秋山創一 日本たばこ産業㈱ 全国たばこ喫煙者率調査 冨士の大正14年5月1日～平成7年4月30日生ま

れの男女　20人

12月18日 株式会社サーベイリサーチセンター　
代表取締役　藤澤士朗

国土交通省関東地方
整備局

環境整備事業の評価などについて
検討することを目的とする調査 市内全地域の20歳以上の男女　20人

平
成
27
年

1月15日 一般社団法人中央調査社　会長　西澤豊 東京大学大学院 少子高齢社会における社会階層と
移動に関する全国調査 根の20 ～ 79歳の男女　25人

1月27日
～ 29日 防衛省自衛隊千葉地方協力本部 自衛官等募集事務 市内全地域の平成5年4月2日～平成6年4月1日・

平成9年4月2日～平成10年4月1日生まれの男女

3月4日 株式会社日本リサーチセンター　
代表取締役社長　鈴木稲博

日本銀行情報サービ
ス局 生活意識に関するアンケート調査 大山口1～2丁目の20歳以上の男女　15人

4月8日 一般社団法人中央調査社　会長　西澤豊 NHK世論調査部 「世論」形成と情報利用に関する
世論調査 南山1、3丁目の20歳以上の男女　12人

4月14日 株式会社ビデオリサーチ　代表取締役　
社長　秋山創一 NHK世論調査部 幼児視聴率調査 笹塚2丁目の平成21年4月2日～平成25年4月1日

生まれの男女　10人

5月13日 株式会社日本リサーチセンター　
代表取締役社長　鈴木稲博

日本銀行情報サービ
ス局 家計の金融行動に関する世論調査 大山口2丁目の20歳以上の男女　22人

6月2日 一般社団法人新情報センター　
事務局長　平谷伸次 内閣府大臣官房 東京オリンピック・パラリンピッ

クに関する世論調査 西白井2丁目11～28番の20歳以上の男女　15人

6月10日 一般社団法人中央調査社　会長　西澤豊 ㈱野村総合研究所 テレビ視聴に関する調査 冨士76番～の16歳以上の男女

7月23日 株式会社インテージリサーチ　
代表取締役社長　井上孝志

独立行政法人労働政
策研究・研修機構

男女の職業キャリアと生活に関す
る調査

南山1丁目の昭和36年1月1日～ 昭和60年12月31
日生まれの男女　26人

7月28日 株式会社マーケティング・リサーチ・
サービス代表取締役　永井孝由 県総合企画部 第50回県政に関する世論調査 堀込1丁目、けやき台1丁目、根の20歳以上の男

女　32人

7月29日 一般社団法人中央調査社　会長　西澤豊 公益財団法人新聞通信調査会
第8回メディアに関する全国世論
調査 大山口1丁目の18歳以上の男女　20人

容
を
住
民
基
本
台
帳
で
閲
覧
し
た
か

に
つ
い
て
、
各
市
区
町
村
で
公
表
す

る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
11
月
1
日
か
ら
平
成
27

年
10
月
31
日
ま
で
の
閲
覧
状
況
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

問
　
市
民
課
市
民
班
　
内
線
3
1
4

2
・
3

自
治
宝
く
じ
の
助
成
金

で
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
を

購
入
し
ま
し
た

　
十
余
一
地
区
で
は
、（
財
）
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
自
治
宝

く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
、
地
区
の
行

事
に
使
用
す
る
液
晶
テ
レ
ビ
・
ホ
ー

ム
シ
ア
タ
ー
・
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
を

購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
制
度
は
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ

の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実

施
し
て
い
る
地
域
文
化
の
振
興
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
を
行
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班
　
内
線
3
1
5
2

利用期間は
12月31日㈭まで！
　「なし坊プレミアム商品
券」の利用期間は、平成27年
12月31日㈭までです。
　利用期間を過ぎた場合は無
効となりますので、注意して
ください。
■問　商工振興課商工振興班　
内線3241～3、白井
市プレミアム商品券
実行委員会　☎080
（2397）1943

なし坊
プレミアム商品券

　
市
の
窓
口
で
、
左
表
の
事
務
に
関

す
る
手
続
き
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提

示
や
記
入
を
お
願
い
す
る
際
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
と
と
も
に
本

人
の
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
申
請
の
際
に
は
、
通
知
カ
ー
ド
の

ほ
か
に
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
顔
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き

る
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す

る
書
類
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い
る

申
請
書
に
よ
り
申
請
す
る
こ
と
で
、

初
回
手
数
料
が
無
料
で
交
付
さ
れ
ま

す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
に
必
要
な

も
の

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド

ま
た
は
住
民
票
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
付

き
）
な
ど

◆
本
人
確
認
に
必
要
な
も
の

　
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証

ま
た
は
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
が

困
難
な
場
合
は
、
健
康
保
険
証
、
年

金
手
帳
な
ど
の
2
つ
以
上
の
書
類

◆
本
人
の
代
理
人
の
場
合

●
代
理
権
の
確
認
に
必
要
な
も
の

　
法
定
代
理
人
の
場
合
は
戸
籍
謄
本
、

そ
の
他
資
格
を
証
す
る
書
類
。
任
意

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

●
代
理
人
の
本
人
確
認
に
必
要
な
も
の

　
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、

ま
た
は
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

●
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
に

必
要
な
も
の

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド

ま
た
は
住
民
票
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
付

き
）、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
の

原
本
ま
た
は
そ
の
写
し

問
　
総
務
課
行
政
班
　
内
線
3
3
1
2

事務 担当課 事務 担当課
税に関する事務 子ども医療費の助成に関する事務 子育て支援課

個人市民税・固定資産税等地方税の賦課徴
収に関する事務

課税課・保険年
金課・収税課 就学援助費の支給に関する事務 学校教育課

市たばこ税に関する事務 課税課 生活保護に関する事務

地方税の減免に関する事務 課税課・保険年
金課 生活保護の決定及び実施に関する事務 保健福祉相談室

国民健康保険に関する事務 就労自立給付金の支給に関する事務

社会福祉課被保険者の資格・納付に係る申請等に関す
る事務 保険年金課 保護に要する費用の返還に関する事務

後期高齢者医療制度に関する事務 徴収金の徴収に関する事務
被保険者の資格・納付に係る申請等に関す
る事務 保険年金課 その他福祉に関する事務

保険料の賦課徴収に関する事務 保険年金課・収
税課 戦傷病者戦没者遺族等援護に関する事務

社会福祉課
防災に関する事務 中国残留邦人等支援給付等の支給に関す

る事務
被災者台帳の作成に関する事務 市民安全課 介護保険に関する事務

健康推進に関する事務 保険給付の支給に関する事務 高齢者福祉課
成人・母子の健診、教育、相談等に関する
事務

健康課

保険料の賦課徴収に関する事務 高齢者福祉課・
収税課

母子の訪問指導に関する事務 被保険者証に関する事務
高齢者福祉課妊娠の届出に関する事務 要介護認定・要支援認定に関する事務

低体重児の届出に関する事務 負担限度額認定に関する事務
養育医療の給付に関する事務 子育て支援課 高齢者福祉に関する事務

予防接種の実施に関する事務 健康課 老人福祉法に基づくやむを得ない事由に
よる措置に関する事務 高齢者福祉課

子ども・子育てに関する事務 障害福祉に関する事務
児童手当・特例給付の支給に関する事務

子育て支援課
障害児通所等給付費の支給に関する事務

社会福祉課

ひとり親家庭等の支援と援助に関する事務 自立支援給付に関する事務
助産施設、母子生活支援施設に関する事務 障害者手帳の交付に関する事務

母子寡婦福祉資金貸付けに関する事務 保健福祉相談室 更生医療・精神通院医療・育成医療の支給に関する事務
地域子ども・子育て支援事業の実施に関す
る事務

保育課

地域生活支援事業に関する事務

子どものための教育・保育給付の支給に関
する事務 特別児童扶養手当等の支給に関する事務

保育園等の入園に関する事務 重度心身障害者医療費助成に関する事務

※国民年金に関する事務については、当分の間マイナンバーは使用しないことになりました。

市がマイナンバーを利用する主な事務

市
役
所
な
ど
で
福
祉
や
税
の
申
請
手
続
き
な
ど
の
際
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人
の
確
認
を
行
い
ま
す

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状

況
を
公
表
し
ま
す

　
住
民
基
本
台
帳
は
、
個
人
情
報
保

護
に
留
意
す
る
た
め
公
益
的
な
目
的

の
み
に
制
限
さ
れ
て
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
住
民
基
本
台
帳
法
で

は
、
い
つ
・
誰
が
・
ど
の
よ
う
な
内
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市
民
参
加
推
進
会
議
の
答
申

市
民
参
加
の
実
施
状
況

評
価

　
市
で
は
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
市
民
参
加
条
例
の

制
定
や
市
民
参
加
推
進
会
議
を
設
置

し
、
市
民
参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　「
市
民
参
加
の
実
施
状
況
に
対
す

る
総
合
的
評
価
」（
左
表
）
な
ど
に

つ
い
て
、
市
長
が
市
民
参
加
推
進
会

議
に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
が
11
月
13

日
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
答
申
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
答
申
の
概
要
】

●
適
切
な
情
報
提
供
を
し
て
い
て
も

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

平成26年度市民参加の実施状況に対する総合的評価
事業名 事業期間 総合評価

ごみの減量化・資源化推進事業
平成25・26
年度

○妥当
第6期白井市高齢者福祉計画･白井市介護保険事業計画策
定事業 ◎良好

子ども子育て支援事業計画策定事業 ◎良好
白井市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例策定事業

平成26年度

△要改善

白井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例策定事業 △要改善

白井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例策定事業 △要改善

白井市歯科口腔保健の推進に関する条例策定事業 △要改善
白井市新型インフルエンザ等対策行動計画改定事業 △要改善
市役所庁舎整備事業

事業継続中
（※）

◎良好
第2次しろい健康プラン策定事業 △要改善
男女共同参画推進事業 ○妥当
白井市第5次総合計画策定事業 ◎良好
都市マスタープラン策定事業 ◎良好
障害者計画等策定事業 ◎良好
白井市第5次行政改革大綱・実施計画策定事業 △要改善
西白井地区コミュニティ施設建設事業 △要改善
※今回の評価は平成26度末までに実施した市民参加についての中間評価であり、
平成27年度以降に実施する市民参加の評価は含まれていません。
　該当事業については事業終了後に改めて評価します。

市
民
の
目
に
触
れ
な
け
れ
ば
効
果
が

な
く
複
数
の
媒
体
に
よ
る
周
知
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
市
役
所
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
図

書
館
の
3
カ
所
で
の
公
表
を
必
須
と

す
る
こ
と

●
事
業
に
市
民
参
加
を
取
り
入
れ
る

場
合
で
も
、
市
民
参
加
の
趣
旨
を
踏

ま
え
適
切
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

事
業
の
性
格
を
考
慮
し
た
上
で
、
各

事
業
に
合
っ
た
適
切
な
市
民
参
加
手

法
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

条
例
上
市
民
参
加
が
必
須
で
な
い
事

業
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
市
民
参
加

の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と

●
市
民
参
加
推
進
会
議
の
総
合
的
評

価
に
お
い
て
、
担
当
課
へ
の
聴
き
取

り
調
査
な
ど
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と

※
市
で
は
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
て
、

よ
り
一
層
、
市
民
参
加
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
答
申
書
は
市
役
所
1
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、図
書
館
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班
　
内
線
3
1
5
2

松
戸
市
営
白
井
聖
地
公

園
墓
地
の
使
用
者
を
再

公
募
し
ま
す

　
松
戸
市
営
白
井
聖
地
公
園
（
白
井

市
平
塚
）
に
お
い
て
返
還
さ
れ
た
墓

地
11
区
画
（
芝
生
墓
地
7
区
画
、
普

通
墓
地
4
区
画
）
を
再
公
募
し
ま
す
。

※
公
募
区
画
の
内
容
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

【
申
込
資
格
】

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
が
対
象

で
す
。

●
申
込
人
が
白
井
市
ま
た
は
松
戸
市

に
1
年
以
上
（
平
成
26
年
12
月
16
日

以
前
か
ら
）
継
続
し
て
居
住
し
て
い
る

●
い
ま
だ
一
度
も
埋
蔵
し
た
こ
と
が

な
い
遺
骨
が
あ
る

●
申
込
人
が
埋
蔵
さ
れ
る
人
の
2
親

等
以
内
の
親
族
で
あ
る

●
申
込
人
が
祭さ

い
し祀
の
主
宰
者
（
葬
儀

の
喪
主
な
ど
）
で
あ
る

※
申
し
込
み
は
資
格
者
1
人
に
つ
き

1
通
1
カ
所
の
み
で
す
（
申
し
込
み

順
）。

　
複
数
の
区
画
を
申
し
込
ん
だ
場
合

は
無
効
と
な
り
ま
す
。

申
・
問

　
平
成
28
年
1
月
15
日
㈮
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
松
戸
市
健

康
福
祉
部
健
康
推
進
課
管
理
班
　
☎

0
4
7
（
3
6
6
）
7
4
8
5
へ

※
後
日
書
類
審
査
を
行
っ
た
上
で
連

絡
を
し
ま
す
。

平成27年度白井聖地公園再公募区画
種別 向き 永代使用料 管理料 募集数

芝生
墓地

東向 344,000円
21,168円
（4年1カ
月分）

２区画

西向 304,000円 ５区画

普通
墓地 西向 380,000円 ４区画

第
2
次
し
ろ
い
健
康
プ
ラ

ン
（
素
案
）

　
現
行
の
「
し
ろ
い
健
康
プ
ラ
ン
」

が
平
成
27
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
新
た
に
平
成
28
年
度
か
ら
32
年

度
ま
で
の
5
年
間
を
計
画
期
間
と
す

白
井
市
障
害
者
計
画

（
素
案
）

　
平
成
28
年
度
か
ら
37
年
度
ま
で
の

10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
白
井

市
障
害
者
計
画
」
は
、
白
井
市
第
5

次
総
合
計
画
と
整
合
性
を
図
り
、
障

害
者
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本

的
事
項
を
定
め
た
個
別
計
画
を
目
的

に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　
福
祉
、
保
健
・
医
療
、
教
育
、
雇

用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、

本
市
に
お
け
る
障
害
者
の
自
立
お
よ

び
社
会
参
加
の
支
援
な
ど
の
施
策
を

推
進
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る
計
画

で
す
。

申
・
問

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
3
・

（
4

9
2
）
3
0
3
3
・

sy
ak
ai-fu

k
u
sh
i@
city
.sh
iroi.ch

ib
a.

jp

へ

　
市
で
は
「
第
2
次
し
ろ
い
健
康
プ

ラ
ン
（
素
案
）」
「
白
井
市
障
害
者

計
画
（
素
案
）」
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　
各
素
案
は
担
当
課
や
市
役
所
1
階

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
、
各

セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
策
定
に
あ

た
っ
て
の
参
考
と
し
、
検
討
結
果
に

つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
表
し
ま
す
。

※
い
た
だ
い
た
意
見
へ
の
個
別
の
回

答
は
行
い
ま
せ
ん
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
や
団

体意
見
の
提
出
方
法
　
平
成
28
年
1
月

4
日
㈪
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙
（
各

担
当
課
、
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
図
書
館
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
図
書
館
や
各

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
あ
る
「
意
見

回
収
箱
」
に
投
函
す
る
か
、郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
担
当
課
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
で
提
出
す
る
場
合
は
、
件

名
に
計
画
の
名
称
を
入
力
し
て
く
だ

さ
い
。 パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
　
　
　
を
実
施
し
ま
す

〜
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
〜

工事日程　平成28年1月上旬～2月中旬　午前
9時～午後5時（日曜日、祝日を除く）
※通行幅が狭くなることがありますので注意
してください。
工事箇所　下図の　　部分
工事内容　タイル舗装から滑りにくいイン
ターロッキング舗装に変える工事
※工事に伴うバス停の移動はありません。工
事中は交通誘導員を配置します。

■問　道路課建設班　内線3213

舗装工事のお知らせ

答申書を手渡す池川会長（右）と
市川副会長（左）

　
市
と
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組

合
で
は
、
共
同
で
ご
み
の
基
礎
的
な

デ
ー
タ
を
集
め
る
た
め
、
家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
「
燃
や
す
ご
み
」
の
中
身

の
分
析
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
生
ご
み
や
汚
れ
た

紙
な
ど
の
「
燃
や
す
ご
み
」
が
70
・

5
㌫
、
雑
が
み
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
類
な
ど
の
「
資
源
物
」
が

29
・
2
㌫
入
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
（
左
図
）。

燃
や
す
ご
み
を
減
ら
し

 

　
　
　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

⑳

　
燃
や
す
ご
み
の
中
で
特
に
多
く
の

割
合
を
占
め
て
い
た
の
は「
生
ご
み
」

で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
燃
や
す
ご
み

の
減
量
化
に
は
、
生
ご
み
の
量
を
減

ら
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
資
源
物
の
中
で
多
く
の
割

合
を
占
め
て
い
た
の
は
、
新
聞
紙
や

雑
誌
な
ど
の
「
資
源
に
な
る
紙
」
で

す
。
資
源
化
に
は
分
別
の
徹
底
が
重

要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
燃
や
す
ご
み
は
印
西
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
焼
却
処
理
を
し
て
お
り
、

ご
み
の
量
が
減
る
こ
と
で
収
集
運
搬

や
焼
却
処
理
費
用
の
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
ご
み
減
量
講
座
や
ご
み

処
理
施
設
見
学
会
、
広
報
な
ど
を
通

し
て
「
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
」

に
つ
い
て
の
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま

す
。
ご
み
の
正
し
い
分
別
と
減
量
化

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
7

資源物
29.2 ㌫

燃やすごみ
70.5 ㌫

燃やさない
ごみ 0.3 ㌫

白井市
燃やすごみの組成分析結果

手
賀
沼
周
辺
4
市
で
不

法
投
棄
防
止
一
斉
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施

　
手
賀
沼
周
辺
の
柏
市
、
我
孫
子
市

印
西
市
、
白
井
市
の
4
市
で
は
不
法

投
棄
に
関
す
る
情
報
を
相
互
で
共
有

し
て
未
然
防
止
や
拡
大
防
止
の
た
め

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
年
末
年
始
を
迎
え
る
と
、
河
川
敷

や
山
林
、
農
地
へ
の
不
法
投
棄
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
4
市
で

は
特
別
監
視
期
間
と
し
て
「
不
法
投

棄
防
止
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に
は
地

域
の
皆
さ
ん
が
「
不
法
投
棄
は
し
な

い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
」
と
い

う
認
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄
を
発
生

さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線

　
3
2
7
4
・
5

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

る
「
第
2
次
し
ろ
い
健
康
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、「
自
分
ら
し
く

元
気
に
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る
健

康
づ
く
り
」
を
基
本
方
針
と
し
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
の
生
涯
に
わ
た

る
健
康
の
保
持
増
進
と
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
を
目
標
に
新
た
な
健

康
課
題
に
対
応
す
る
た
め
「
健
康
増

進
計
画
」
「
食
育
推
進
計
画
」
「
歯

科
口
腔
保
健
推
進
計
画
」
を
一
体
的

に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

申
・
問

　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
・

（
4
9
2
）
3
0
3
3
・

k
en
k
ou

@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

工事箇所

2015.12.153



学
校
給
食
共
同
調
理
場

建
替
等
事
業
者
選
定
委

員
会
委
員
を
募
集

　
市
で
は
、
現
在
の
学
校
給
食
共
同

調
理
場
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た
に

共
同
調
理
場
を
整
備
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
施
設
の
整
備
と
調
理
な

ど
を
行
う
民
間
事
業
者
を
公
募
に
よ

り
募
集
、
選
定
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
民
間
事
業
者
を
選
定
す
る

「
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
替
等
事

業
者
選
定
委
員
会
」
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

任
期
　
平
成
28
年
3
月
〜
平
成
29
年

3
月
（
予
定
）

対
象

　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
平

日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席

で
き
る
人

　
1
人

※
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

会
議
回
数

　
任
期
中
4
回
を
予
定

報
酬

　
会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
学
校
教

育
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
1

月
15
日
㈮
ま
で
に
郵
送
か
直
接
学
校

教
育
課
指
導
班
　
内
線
3
4
2
1
へ

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
1
月
12
日
㈫
・
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
、
1
月
25
日
㈪
・
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数

　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

郷
土
資
料
館
の
催
し

◆
「
小
川
瓦
木
作
品
」
展
示
替
え

　
書
道
を
本
格
的
に
始
め
た
銚
子
商

業
在
学
中
の
作
品
「
七
言
二
句
　
霞

杯
…
」、
晩
年
に
文
字
の
な
い
原
始

時
代
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
制
作
し

た
「
古
代
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と

い
っ
た
初
期
と
晩
年
の
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

会
期
　
12
月
16
日
㈬
〜
平
成
28
年
12

月
11
日
㈰

◆
「
古
文
書
修
補
速
報
展
」
展
示
替
え

　
当
館
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働

で
古
文
書
の
修
補
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
「
検
地
帳
」

と
い
う
村
内
の
田
畑
面
積
や
所
有
者

な
ど
を
記
録
し
て
年
貢
を
徴
収
す
る

た
め
の
基
本
台
帳
と
し
た
貴
重
な
資

料
で
す
。
そ
の
中
か
ら
市
域
で
は
最

古
級
と
な
る
慶
長
7
（
1
6
0
2
）

年
の
銘
を
持
つ
も
の
を
主
に
集
め
ま

し
た
（
一
部
は
他
機
関
所
蔵
の
原
本

を
も
と
に
制
作
し
た
複
製
）。

会
期

　
12
月
16
日
㈬
〜
平
成
28
年
3

月
31
日
㈭

◆
和
本
づ
く
り

　
和
紙
で
作
る
「
和
本
」
を
作
ろ
う
。

日
時

　
1
月
16
日
㈯

　
午
後
1
時
〜

4
時
30
分

対
象
　
小
学
3
年
生
〜
一
般
　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
白
井
市
文
化
財
審
議
会

横
山
謙
次
会
長

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
1
月
9
日
㈯
ま
で
に
電
話

か
直
接
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4
へ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

～入賞おめでとうございます～

白井市民文化祭
　今年で59回目を迎えた白井市民文化祭が文化
センターを中心に開催されました。
　会場では、市民の芸術・文化作品が展示され、
来場者は芸術の秋を満喫していました。
　写真や陶芸、菊花、華道の展示、囲碁・将棋大会、
芸能祭、音楽祭、ダンスフェスティバルなどの
催しも開催され、大変にぎわいました。
　小・中学校生徒作品展の中で優れたものには、
12月5日に文化会館かおりホールで行われた表
彰式で市長賞、議会議長賞および教育委員会委
員長賞（通称三長賞）が贈られました。
　受賞した皆さんは右表のとおりです。
■問　文化課　☎（492）1123

小学生の部（学校名・学年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬称略
部門 市長賞 議会議長賞 教育委員会委員長賞

図画
低学年 相原大和 （白井第三小2年）中野航太 （清水口小1年） 飯塚千耀 （清水口小2年）
中学年 関谷駿作 （七次台小4年） 河口心咲 （白井第三小3年）山下日菜多（南山小3年）
高学年 水野美咲 （清水口小5年） 朝倉奈々 （白井第一小6年）上田真優 （白井第一小5年）

書写
低学年 伊藤千華 （白井第三小1年）小山三春 （七次台小2年） 堀内彩耀帆（池の上小2年）
中学年 武藤香奈 （池の上小4年） 渡来南美 （白井第一小4年）山﨑晴日 （白井第二小3年）
高学年 渡邉航生 （南山小5年） 西田湧 （大山口小5年） 青柳愛佳 （七次台小6年）

工作
低学年 本多陽平 （大山口小2年） 佐藤孜門 （大山口小1年） 小野澤大和（白井第三小1年）
中学年 永井新之助 （白井第二小4年）福元梨帆 （大山口小3年） 中田夏愛 （白井第三小3年）
高学年 松本桃胡 （池の上小5年） 砂山ひかる（清水口小5年） 福元夏帆 （大山口小5年）

家庭 高学年 石井智栄莉 （清水口小5年） 山﨑愛莉 （白井第二小6年）日野朱寧 （清水口小6年）

中学生の部（学校名・学年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬称略
部門 市長賞 議会議長賞 教育委員会委員長賞
美術 山口詩乃 （南山中2年） 林知沙 （七次台中3年） 小牟禮凪海（桜台中1年）
書写 表優里 （大山口中1年） 佐野柚子 （七次台中2年） 大塚航世 （南山中2年）
技術 大澤伊蕗 （桜台中2年） 神田侑樹 （桜台中2年） 小林水晶 （白井中2年）
家庭 沼田桃子 （桜台中3年） 中島葵衣 （南山中3年） 島大介 （南山中3年）

健
康
づ
く
り
講
演
会

　

　
お
い
し
く
食
べ
て

　

　
　
ハ
ッ
ピ
ー
減
塩
法

〜
健
康
な
食
事
の
工
夫
〜

　
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
と
り
方

や
お
い
し
く
減
塩
す
る
方
法
を
学
べ

る
講
演
会
で
す
。

　
減
塩
み
そ
汁
の
試
飲
や
、
家
庭
で

作
っ
た
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
も
で
き

ま
す
。

　
血
圧
や
腎
機
能
が
気
に
な
る
人
、

味
付
け
の
濃
い
も
の
が
好
き
な
人
、

も
っ
と
健
康
に
な
り
た
い
人
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
自

分
の
「
食
」
に
つ
い
て
振
り
返
る
機

会
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

健康づくり講演会

日時
1月30日㈯　13：30～15：30
（受け付け　13：10～）

対象 一般　80人（申し込み順）

内容
講演、減塩みそ汁の試飲、みそ汁の
塩分測定（塩分測定は希望者のみ）

持ち物
筆記用具、家庭で作ったみそ汁また
はスープ30cc（希望者のみ）

日
時
な
ど
　
右
表
の
と
お
り

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

講
師
　
千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学
　

健
康
科
学
部
栄
養
学
科
教
授
　
渡
邊

智
子
さ
ん

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
1
月
27
日
㈬
ま
で
に
氏
名
、

年
齢
、
地
区
名
、
電
話
番
号
、
み
そ

汁
の
塩
分
測
定
希
望
の
有
無
を
電
話

ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
健
康
課
健
康
づ

く
り
推
進
班

　
☎
（
4
9
7
）
3
4

9
4
・

k
e
n
k
o
u
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

年末年始に歯の痛みを感じたら

　急な歯の痛みなどで困った人のた
めに、市内の歯科医院において応急
処置を行います。
診療日時　下表のとおり

※保険診療で行いますので、必ず健康保険証や各種受
給者証を持参してください。　
■問　健康課保健予防班　☎（497）3495

診療日時
診療日時 歯科医院名 場所 電話番号

12月31日㈭
午前9時～正午 富塚歯科医院 折立388－12（491）1500

1月2日㈯
午前9時～正午

鈴木歯科クリ
ニック 冨士137－76（443）3230

　市内の小学校はもうすぐ冬休みとなりますが、学童
保育所を利用する子どもたちは、学童保育所がある学
校へ通っています。
　最近、子どもを狙った悪質な犯罪が各地で発生して
います。
　不審者に関する情報も頻繁に聞かれるため、保護者
や指導員もできる限り送迎や見守りをしていますが、
見守りなどの体制は十分ではなく、少人数で学童保育
所へ通っている場合も少なくありません。

　学童保育所に通う子どもたちを守るためだけでなく、休み中の子どもたちが安全・
安心に過ごせるように、地域の皆さんも買い物や散歩などで外に出た際には、朝や夕
方に子どもたちの見守りをお願いします。
■問　保育課保育班、白井市学童保育連絡協議会　☎（497）3488

学童保育通所児の
見守りに協力をお願いします

　印旛市郡小児初期急病診療所では、急
な発熱や腹痛などの際、応急的な治療を
行います。
診療日時　下表のとおり
場所　印旛市郡小児初期急病診療所（佐
倉市江原台2－27　健康管理センター内）
対象　印旛郡市在住の15歳以下の子ども

■問　印旛市郡小児初期急病診療所　☎043（485）3355
（診療時間内のみ）

診療日時
診療日 受付時間

月～土曜日 午後7時～翌朝午前5時45分
日曜日・祝日・年末年始
（12月29日～1月3日）

午前9時～午後4時45分
午後7時～翌朝午前5時45分

年末年始に子どもが急病になったら

渡邊智子さん
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　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
定期的に実施されている児童館事業などは、
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
降
下
訓
練
始
め

　
各
種
航
空
機
か
ら
落
下
傘
降
下
の

披
露
や
訓
練
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
1
月
10
日
㈰
　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
3
時
　
場
所
　
陸
上
自
衛

隊
習
志
野
演
習
場
（
船
橋
市
）

問
　
習
志
野
自
衛
隊
広
報
班
☎
0
4

7
（
4
6
6
）
2
1
4
1

◆
未
就
業
歯
科
衛
生
士
リ
カ
バ
リ
ー

コ
ー
ス

　
未
就
業
歯
科
衛
生
士
の
復
職
や
就

業
を
支
援
す
る
研
修
会
で
す
。

日
時
　
1
月
17
日
㈰
・
24
日
㈰
（
全

2
回
）　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5

時
　
場
所
　
千
葉
県
歯
科
医
師
会
館

（
千
葉
市
）　
対
象
　
歯
科
衛
生
士

資
格
を
持
つ
未
就
業
の
人
　
40
人

（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

一
般
社
団
法
人
千
葉
県
歯
科
医
師
会

☎
0
4
3
（
2
4
1
）
6
4
7
1
・

0
4
3
（
2
4
8
）
2
9
7
7
へ

◆
緑
の
教
室
「
お
悩
み
解
決
！
〜
コ

チ
ョ
ウ
ラ
ン
・
シ
ク
ラ
メ
ン
〜
」

日
時

　
1
月
19
日
㈫

　
午
前
10
時
〜

正
午

　
対
象

　
一
般

　
30
人
（
申
し

込
み
順
）　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
12
月
19
日
㈯
か
ら
電
話
か

直
接
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
☎

0
4
7
6
（
4
7
）
4
0
3
0
へ

◆
ユ
ー
カ
リ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
会
員
募
集

　
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
、
依
頼
演

奏
会
（
月
2
回
）
に
出
演
し
ま
す
。

　
ベ
テ
ラ
ン
メ
ン
バ
ー
が
教
え
ま
す

の
で
、
一
緒
に
演
奏
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
日
曜
日
（
月
2
回
）　
午
前

10
時
〜
正
午

　
場
所
　
白
井
駅
前
セ

ン
タ
ー
ほ
か

　
対
象
　
バ
イ
オ
リ
ン

の
初
〜
中
級
者

　
月
会
費
　
1
、
0

0
0
円

問
　
迫
田
☎
（
4
9
7
）
2
8
3
6

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
22
日
㈫
　
午
後
1
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

門
松
作
り
講
習

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
に
飾
る
本

格
的
な
「
門
松
」
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
24
日
㈭
　
午
前
9
時
30
分
〜

正
午

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
10

人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
22
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

ひ
な
飾
り
作
り
講
習

　
お
ひ
な
さ
ま
に
飾
る
か
わ
い
い
置

物
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
1
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、

2
月
2
日
（
各
火
曜
日
・
全
4
回
）

午
後
1
時
〜
3
時

　

高

齢

者

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

子

ど

も

西  

親
子
で
！
科
学
体
験

教
室

　
身
近
な
材
料
を
使
っ
て
、
科
学
の

不
思
議
を
体
験
し
よ
う
。

日
時
・
内
容
　
1
月
10
日
㈰
　
①
午

前
10
時
〜
正
午
・
カ
タ
パ
ル
ト
式
紙

趣
味
・
教
養
・
学
習

駅  

駅
前
サ
ロ
ン
「
ふ

ら
っ
と
」

　
ど
な
た
で
も
気
軽
に
「
ふ
ら
〜
っ

と
」
立
ち
寄
れ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

　
市
の
消
費
生
活
相
談
員
が
、
最
新

の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
ゲ
ー

ム
や
ク
イ
ズ
を
織
り
交
ぜ
て
楽
し
く

話
を
し
ま
す
。
消
費
生
活
講
談
も
楽

し
め
ま
す
。

日
時

　
1
月
14
日
㈭

　
午
前
11
時
〜

午
後
1
時
30
分
（
自
由
参
加
）

※
ド
リ
ン
ク
バ
ー
や
菓
子
、
弁
当
は

有
料
で
す
。

申
　
菓
子
や
弁
当
を
希
望
す
る
人
は

1
月
7
日
㈭
ま
で
に
直
接
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
へ

福  

コ
ッ
コ
広
場

　
み
ん
な
の
「
集
い
の
場
」
と
し
て
、

地
域
の
プ
チ
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
ワ
ン
デ
ー
シ
ェ
フ
ラ
ン

チ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
コ
ッ
コ
広
場
・
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
】

日
時

　
1
月
22
日
㈮

　
正
午
〜
午
後

2
時

　

内
容
・
定
員

　
ワ
ン
デ
ー
シ
ェ
フ
ラ

ン
チ
・
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

【
コ
ッ
コ
広
場
・
サ
タ
デ
ー
】

日
程
・
内
容
　
1
月
23
日
㈯
　
①
姫

ト
レ
（
骨
盤
低
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

②
身
体
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！
A
G
E

（
終
末
糖
化
産
物
）
測
定

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

参
加
費

　
①
3
0
0
円
（
資
料
代
）

②
無
料

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

子

育

て

西  

ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も

映
画
会

　
み
ん
な
で
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
な

ど
の
映
画
を
楽
し
も
う
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時
・
内
容
　
24
日
㈭
　
①
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分
・
サ
ン
タ
さ
ん

は
お
お
い
そ
が
し
　
②
午
後
2
時
〜

3
時
30
分
・
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記

飛
行
機
や
ブ
ー
メ
ラ
ン
を
作
っ
て

「
飛
ぶ
」
を
科
学
し
よ
う
　
②
午
後

1
時
30
分
〜
3
時
30
分
・
パ
ン
種
に

電
気
を
流
し
て
電
気
パ
ン
を
作
ろ
う

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　
各

15
組
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー

加
地
浩
成
さ
ん
、
堀
本
能
之
さ
ん

参
加
費
　
①
2
0
0
円
　
②
3
0
0

円
（
材
料
費
）

申
　
1
月
8
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
15

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

　
裁
縫
道
具
、絹
糸（
生
成
り
）

参
加
費

　
2
、
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
12
月
26
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

福  

お
や
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
ヨ
ー
ヨ
ー
教
室
」

　
親
子
で
一
緒
に
ヨ
ー
ヨ
ー
に
挑
戦

し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
1
月
16
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
　
12
組
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

講
師
　
日
本
ヨ
ー
ヨ
ー
協
会
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
タ
ー
　
花
井
太
佑
さ
ん

持
ち
物
　
上
履
き
、あ
れ
ば
ヨ
ー
ヨ
ー

申
　
1
月
7
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

対
象
　
幼
児
〜
小
学
生

※
幼
児
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ

さ
い
。

日程 時間 内容
1月25日㈪

10：00～ 12：00
親の怒りの正体とその扱い方

2月1日㈪ 子どもの心を育てるストローク
2月15日㈪ 一人でできるストレス発散法

　「子どもの行動にイライラして、強く子どもを叱ってし
まう」「子育てに自信が持てず一人で悩んでいる」「子ど
もへの関わり方を変えたいけれど、どうしたらいいかわ
からない」など、子育ての悩みを解決したい人や今より
もっと子どもとより良い関係を築きたい人を対象に講座
を開催します。
　親の愛を伝えるコミュニケーションを実践的に仲間と
一緒に学びませんか。孤独な子育てから、未来を広げる
子育てへの一歩にしましょう。
日程・時間・内容　下表のとおり（全3回）

場所　保健福祉センター
対象　原則全日程参加できる子育て中の保護者　30人
（申し込み順）
※保育を希望する人は申込時に問い合わせてください。
講師　親業訓練協会シニアインストラクター　富澤優

ゆう
江
こ

さん
参加費　無料
■申・■問　1月15日㈮までに電話かメールまたは直接生涯学
習課社会教育班　内線3433・{ syougai-gakusyuu@city.
shiroi.chiba.jpへ

皆皆皆ささんのの子育てを応援します！家庭教育教育講講座座座
「ステップアップ講座」

～～～～感感感情情的的に怒らない子育てをめざざししててて～～～～

理
由
に
偏
っ
た
税
負
担
を
課
す
こ

と
や
国
策
会
社
へ
の
不
利
益
な
出

資
、
既
存
企
業
を
圧
迫
す
る
こ
と

に
は
疑
問
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
昭
和
16
（
1
9
4
1
）
年

の
第
76
回
帝
国
議
会
の
委
員
会
で

は
経
済
学
的
観
点
か
ら
持
論
を
展

開
し
、
国
の
総
生
産
額
の
中
で
国

民
の
生
活
費
を
第
一
に
据
え
、
各

支
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
問
う
て
い
ま

す
。
宇
賀
四
郎
は
第
一
に
日
本
経

済
の
数
値
的
把
握
を
す
べ
き
だ
と

再
三
主
張
し
ま
し
た
が
、
そ
の
思

い
は
届
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
他
の
分
野
に
関
す
る
発
言
と
し

て
は
、
都
市
部
の
郵
便
局
を
充
実

さ
せ
2
万
軒
程
度
に
す
べ
き
と
の

提
言
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
直

営
郵
便
局
の
数
が
約
2
万
軒
で
す

か
ら
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
い
え

ま
す
。
ま
た
、
産
業
に
と
っ
て
大

事
な
こ
と
と
し
て
総
武
本
線
の
電

化
に
言
及
し
、
白
井
に
関
連
す
る

事
例
で
は
草そ

う
ふ
け深
飛
行
場
造
成
に
伴

う
手
賀
沼
周
辺
地
域
で
の
水
害
に

つ
い
て
発
言
し
て
い
ま
す
。
他
に

も
農
村
で
の
経
験
談
や
炭
焼
き
の

経
験
を
踏
ま
え
て
、
炭
の
配
給
に

つ
い
て
質
問
し
て
い
ま
す
。

　
5
年
間
議
員
を
勤
め
た
後
、
宇

賀
四
郎
は
政
界
を
引
退
し
、
昭
和

21（
1
9
4
6
）年
に
没
し
ま
し
た
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

白
井
初
の
国
会
議
員

　
今
回
は
白
井
出
身
で
最
初
に
衆

議
院
議
員
に
当
選
し
た
宇
賀
四
郎

を
紹
介
し
ま
す
。

　
宇
賀
四
郎
は
明
治
14
（
1
8
8

1
）
年
に
根
の
七
次
地
区
で
平
兵

衛
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

明
治
41
（
1
9
0
8
）
年
に
東
京

帝
国
大
学
法
科
大
学
を
卒
業
し
大

蔵
省
専
売
局
に
入
り
、
大
正
8

（
1
9
1
9
）
年
よ
り
2
年
6
カ

月
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
派
遣
さ
れ
た
後
、
大
正
13

（
1
9
2
4
）
年
に
台
湾
総
督
府

専
売
局
長
、
昭
和
6
（
1
9
3
1
）

年
に
台
北
州
知
事
、
台
湾
電
力
株

式
会
社
理
事
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　
昭
和
11
（
1
9
3
6
）
年
の
第

19
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
千
葉

県
第
2
区
で
立
憲
民
政
党
か
ら
立

候
補
し
、
戦
時
下
の
挙
国
一
致
体

制
を
支
持
す
る
一
方
、
赤
字
国
債

の
抑
制
や
農
家
へ
の
支
援
、
言
論

の
自
由
を
訴
え
ま
し
た
が
及
ば
ず
、

翌
昭
和
12
（
1
9
3
7
）
年
の
第

20
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
当
選

を
果
た
し
ま
し
た
。
当
時
の
推
薦

状
に
は
若
槻
礼
次
郎
や
小
泉
又
二

郎
（
小
泉
純
一
郎
祖
父
）
も
名
を

連
ね
て
い
ま
す
。

　
国
会
議
員
と
し
て
の
宇
賀
四
郎

は
そ
の
経
歴
を
生
か
し
、
租
税
や

公
債
な
ど
財
政
関
係
の
各
種
委
員

会
に
参
加
し
、
積
極
的
な
発
言
を

し
て
い
ま
す
。
金
増
産
や
戦
闘
機

の
重
要
性
を
説
き
戦
時
体
制
を
支

持
す
る
一
方
で
、
税
の
公
平
化
や

財
政
の
透
明
化
、
歳
出
の
適
正
化

と
費
用
対
効
果
を
問
い
、
戦
争
を

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用
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6み ん な の ひ ろ ば

　11月12日、聴覚障が
い者との交流を通して、
障がいへの理解を深め
ることを目的に活動を
している手話サークル
「手ことばの会ひまわ
り」の創立20周年記念
式典が行われました。
　当会を立ち上げた経
緯について、当初から
の会員で元会長の齋藤
さんは「平成８年の5
月に聴覚障害者協会の
協力をいただき6人の主婦でスタートしました。最初は聴覚障がい者のことと
かも分からずに、とにかく手話を覚えたいという気持ちで発足したのがきっ
かけです。当時は小さい子を抱え授乳しながら参加していた人もいて、子ど
もたちをおもちゃで遊ばせながら活動していました」と話してくれました。
　会長の米良さんは「現在20人で活動しています。会員が毎週のサークル活
動を楽しくできることが第一と考えています。手話は、聞こえない人の言葉
であり、それを忘れずに聞こえない人のことを学ぶということを大切にして、
これからも活動を続けていきたいと思います」と抱負を語ってくれました。

天
　
満
月
の
昇
り
原
生
林
の
黙も

だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
山
川
純
子

地
　
藁
塚
に
寄
り
て
語
ら
ふ
日
暮
れ
ど
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井
　
　
増
子
桂
子

人
　
大
皿
の
端
ま
で
占
む
る
焼
茸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
清
水
富
士
子

【
選
評
】　
天
　
満
月
が
昇
り
月
光
が
射
し
渡
る
。
そ
の
光
も
通
さ

ぬ
原
生
林
が
黒
々
と
有
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
生
命
を
秘
め
音
一
つ
立

て
ず
黙
が
深
い
。
地

　
素
朴
な
感
情
が
流
れ
る
。
ど
こ
か
ミ
レ
ー

の
絵
を
思
わ
せ
る
田
舎
の
風
景
だ
。
藁
塚
に
寄
る
人
影
は
男
女
か
、

女
性
同
士
か
想
像
も
広
が
る
。
人

　
山
宿
で
の
食
事
か
、
ア
ウ
ト

ド
ア
の
山
遊
び
の
食
事
か
、
と
に
か
く
大
皿
に
い
ろ
い
ろ
な
茸
が

盛
ら
れ
て
い
る
。
茸
の
話
題
が
弾
み
楽
し
い
集
い
で
あ
る
。

大
和
路
の
駅
名
ゆ
か
し
秋
惜
し
む
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
市
川
敦
代

菊
花
展
菊
人
形
に
見
つ
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

ゆ
く
秋
の
川
面
に
橋
の
灯
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台

　
　
　
黒
河
内
和
子

京
の
秋
秘
仏
の
前
の
心
耳
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
小
林
し
を
り

庭
園
の
秋
気
飲
み
干
す
抹
茶
碗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口

　
　
斉
藤
裕
子

錦
秋
の
八
幡
平
や
絵
巻
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
下
堂
薗
慶
子

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
時
に
哀
切
夜
半
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
福
加
博
之

飛
来
し
て
間
無
き
白
鳥
餌
が
池
に

撒
か
れ
れ
ば
人
を
お
そ
れ
ず
に
寄
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台

　
　
藤
原
澄
子

【
選
評
】　
日
本
に
着
い
た
ば
か
り
の
白
鳥
。
餌
が
撒
か
れ
る
と
す

ぐ
に
寄
っ
て
き
ま
し
た
。
お
腹
が
空
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。「
お

そ
れ
ず
に
」
と
述
べ
、
そ
の
様
が
見
え
て
き
ま
す
。

老
い
馴
染
み
の
友
ら
は
親
し
病
む
身
な
ど

言
わ
ず
明
る
く
成
田
詣
で
す
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
　
　
　
印
南
満
子

こ
と
ご
と
く
花
の
失
せ
た
る
裏
庭
に

皇
帝
ダ
リ
ア
淡
く
咲
き
そ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
賢
治
の
詩
碑
を
訪
へ
ば

眼
下
の
稲
田
覆
ふ
虹
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
　
小
野
葉
月

野
良
な
が
ら
心
優
し
き
白
猫
は

身
を
す
り
寄
せ
て
わ
れ
に
あ
ま
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
名
越
た
て
み

手話サークル「手ことばの会ひまわり」
活動を始めて20周年がたちました

　白井駅前センターで
バンド活動を行ってい
る白井高校の3年生8
人が、白井駅前の冬の
イルミネーションに役
立つようにと10月4日、
「駅前にイルミネーショ
ンを増やそう！チャリ
ティーライブ」をセン
ターで開催し、その収
益金を白井駅前商店街
に寄付しました。
　バンドの皆さんは、白井駅前センターで毎年行っているロックフェスティ
バル「音魂」の参加メンバーで、普段は音楽活動に取り組みながらセンター
の掃除をしたり、各種行事の手伝いをするなど地域のボランティア隊として
活動しています。卒業前にさらに地域貢献をしたいという思いから、今回の
ライブが行われました。バンドリーダーの山村宗平さんは「バンドの練習に
行くとやさしい言葉をかけてくれたり、活動を支えてくれる地域の皆さんに
何かお礼をしたいと思っていました。そこで、音楽を通して灯りと笑顔を少
しずつ増やしていきたいと考えたのが今回のチャリティーライブでした」と
話してくれました。
　白井駅前商店街の武田良昭会長は「若い人たちの地域に対する熱い気持ち
は本当にうれしいです。このイルミネーションの灯りは地域の愛あるまちづ
くりの証として毎夜輝いています」と感謝の気持ちを話してくれました。

白井高校3年生の音
おとだま

魂っ子8人が
白井駅前イルミネーションの灯りに貢献

イルミネーションをバックにバンドの皆さん

　

ま
う
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

合
わ
せ
た
働
き
方
を
し
や
す
く
す

る
た
め
、
今
年
の
1
月
か
ら
月
30

時
間
勤
務
の
「
短
時
間
正
社
員
制

度
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
子
ど
も
に
手
が
か
か
る
う

ち
は
パ
ー
ト
と
し
て
労
働
時
間
を

抑
え
な
が
ら
働
き
続
け
て
キ
ャ
リ

ア
を
積
み
、
子
ど
も
が
大
き
く
な

る
と
教
室
長
に
登
用
し
短
時
間
正

社
員
と
な
っ
て
力
を
発
揮
し
て
も

ら
い
ま
す
。
介
護
で
両
立
が
厳
し

く
な
れ
ば
ス
テ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も
で

き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
社

員
が
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
成
長
し
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
社
員
も
育
児
や
介
護
に
つ
い

て
周
囲
の
先
輩
や
同
僚
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
て
、
こ
れ

も
働
き
続
け
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

が
で
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
そ
ろ
ば
ん
学
校
は
国
内
外
の
利

用
者
か
ら
感
謝
さ
れ
る
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。

社
長
に
抜
て
き

　
入
社
し
て
12
年
目
の
平
成
23
年
、

石
戸
会
長
か
ら
指
名
さ
れ
て
社
長

職
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
私
自
身

は
仰
る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
ん

だ
こ
と
を
評
価
さ
れ
た
と
思
っ
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ

ろ
ば
ん
学
校
を
立
ち

上
げ
る

　
私
は
北
海
道
北
見
市
出
身
で
、

幼
稚
園
教
員
を
経
て
結
婚
し
、
専

業
主
婦
に
な
っ
て
千
葉
に
き
ま
し

た
。
し
か
し
子
ど
も
が
い
な
い

た
め
時
間
を
持
て
余
し
て
い
た
と

き
に
、「
イ
シ
ド
」
の
チ
ラ
シ
を

見
ま
し
た
。
そ
ろ
ば
ん
を
通
じ
た

子
ど
も
の
教
育
に
携
わ
り
た
い
と

思
っ
て
応
募
し
、
そ
ろ
ば
ん
教
室

の
先
生
と
し
て
平
成
11
年
に
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
社
長
だ
っ
た
石
戸
会
長
は
、

普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
そ

ろ
ば
ん
教
育
を
受
け
ら
れ
る
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
ろ
ば
ん
学
校
」

を
構
想
し
て
い
ま
し
た
。
当
初
担

当
す
る
予
定
だ
っ
た
者
が
退
社
し

て
し
ま
い
、そ
の
代
わ
り
に「
メ
ー

ル
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い

う
今
な
ら
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
理
由
で
私
が
指
名
さ
れ
ま
し

た
。
シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
と
組
ん

で
、
10
カ
月
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

技
術
面
の
勉
強
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
検
討
な
ど
と
て
も
大
変
で
し

た
が
、
期
待
と
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら

い
、
き
ち
ん
と
評
価
さ
れ
「
で
き

な
い
」
と
考
え
る
こ
と
が
実
は
思

い
込
み
に
過
ぎ
な
い
と
知
る
こ
と

い
た
の
で
す
が
、
後
々
会
長
に
理

由
を
聞
く
と
「
一
番
歯
向
か
っ
た

か
ら
」
と
言
わ
れ
て
驚
き
ま
し
た
。

自
分
と
違
う
考
え
方
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
血

縁
も
な
い
、
イ
エ
ス
マ
ン
で
も
な

い
人
間
を
抜
て
き
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
は
本
当
に
尊
敬
し
、
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
社
長
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
の
一
つ
に
、
会
社
の
雇
用
環

境
の
改
善
が
あ
り
ま
す
。
当
社
は

そ
ろ
ば
ん
教
室
を
展
開
し
て
お
り
、

先
生
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
す
。

能
力
と
本
人
の
意
向
に
応
じ
て
教

室
長
に
登
用
し
、
責
任
と
肩
書
き

を
与
え
、
や
り
が
い
を
持
た
せ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は

育
児
、
介
護
と
の
両
立
や
パ
ー
ト

の
人
は
配
偶
者
控
除
の
関
係
で
、

優
秀
な
人
を
登
用
す
る
ほ
ど
そ
の

人
が
勤
務
時
間
を
少
な
く
し
て
し

ス
テ
ッ
プ
！
〜
輝
く
男
女
（
ひ
と
）
こ
こ
に
あ
り
〜
⑧

沼
田
紀
代
美
さ
ん

株
式
会
社
イ
シ
ド

代
表
取
締
役
社
長

皆
が
輝
く
た
め
に

　
生
徒
た
ち
は
で
き
な
い
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
褒
め
ら
れ
る

か
ら
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
と

い
う
子
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
ろ

ば
ん
教
育
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち

に
自
信
を
持
た
せ
る
こ
と
、
心
を

育
て
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
誰
も
が
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
方
・

働
き
方
を
選
択
で
き
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
こ
と
は
、
誰
に
で

も
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
そ
れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な

や
り
た
い
こ
と
、
楽
し
み
、
学
び

を
追
及
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て

女
性
が
子
育
て
と
い
う
偉
業
を
成

し
遂
げ
た
後
も
輝
き
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

室
　
内
線
3
3
5
5

そろばんを教える沼田さん

楽しくサークル活動をしています


